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教育者 

 

経 歴 

生：文久元年（１８６１年）１０月９日、武蔵国江戸外桜田石川若狭守邸内生まれ 

没：（不明） 

明治元年（１８６８年） ８歳 下館藩校（東京桜田）において漢学を修める 

明治３年（１８７１年） １０歳 茨城県の下館にある漢学校において、漢学（大学・中庸・論

語・孟子・易経・春秋・史記・文選・左氏傳など）を修める 

明治４年（１８７２年） １１歳 茨城県の下館にあるその漢学校において助教を勤める 

明治５年（１８７３年） １２歳 東京芝愛宕下町の勧学義塾において、英人ランペルトにつ

いて英学を始める 

明治７年（１８７５年） １４歳 ランペルトが石川県金沢英学校に転勤したのに同行し、学習

のかたわら通弁を勤める 

明治８年（１８７６年） １５歳 東京英学校に入り、英語学、地理学、漢文学、数学、史学

（万国史）、生物学（生理健全学）、代数学、幾何学、和文

学、画学を修める 

明治１０年（１９７８年） １７歳 東京英学校が廃校となったため、東京大学予備門へ入り、第

一年に史学（中古近代）、生物学（植物）、数学（代数・幾

何）、英語学、和文学、漢文学、画学を修める。 

第二年には物理学、化学（無機）、理財学、を修める。 

明治１２年（１８７９年）９月 １９歳 東京大学予備門卒業 

明治１２年（１８７９年）９月～ 

 明治１４年（１８８１年）９月 

１９～ 

２１歳 

東京大学法学部において、以下のとおり修める。 

和文学、和作文、漢文学、漢作文、史学（フランス・イギリ

ス）、英文学、英作文、論理学、法学痛論、フランス語、日本

古代法律（大法令［貞永式目］）、日本現行法律（刑法［治罪

法、訴訟演習］）、イギリス法律（諸論、刑法、不動産法、私権

法、○約法、代理法、衡平法、訴訟法、証拠法、家族法、訴

訟演習、売買法、会社法）、イギリス憲法、フランス法律要領 

明治１３年（１８８０年）９月 ２０歳 東京大学法学部第一年卒業 

明治１４年（１８８１年）９月 ２１歳 東京大学法学部第二年卒業 



明治１６年（１８８３年）１１月１３日 ２３歳 広島県福山中学校二等教諭 

明治２３年（１８９０年）４月４日 ３０歳 教長（教頭） 

明治２６年（１８９３年）４月２４日 ３３歳 広島県福山尋常中学校退任 

－ － 東京に在留 

明治３３年（１９００年） ４０歳 香川県尋常中学校大川分校教諭 

明治３６年（１９０３年） ４３歳 大川分校が独立して大川中学校となるのに伴い、学校長兼

教諭 
 

 

生い立ちと学業、業績 

川又信勇の長男。原籍は東京市麻布区材木町三十五番地。 

福山での住所は、広島県深津郡福山町西町四百九十二番邸。 

 

川又茁に関する情報は少なくて良く分からない。 

幼くして江戸の下館藩校に学んでいることから父親が下館藩士だったのかも知れない。 

維新の混乱のなかで国もと茨城県の下館にある漢学校に移って漢学の修養を続けるなかで、

早くも１１歳のころにはその漢学校の助教を勤めている。 

 

英語に出合ったのは、明治５年（１８７３年）、１２歳で勧学義塾に学んだ時と思われるが、わず

か２年後には通弁を勤めていることからも、生まれつき相当に優秀な能力を持ち合わせ、また

相当な努力家でもあったのだろう。 

その後、東京英学校、東京大学予備門、東京大学法学部と、５～６年のあいだに法律を中心

とした学問を修めている。 

これらの学校は、いずれも当時の日本では最高の学問の府であった。 

直接に指導を受けた教授たちは、当時の政官学界の中心にいる人ばかりである。 

 

福山中学校への奉職のいきさつはまったく分からない。 

ただ明治１６年（１８８３年）、２３歳の時点での初任給がすでに４０円、明治２０年（１８８７年）に

は５５円になっている。 

これは当時としては破格の高給で、現在の貨幣価値にすると２４０万から３３０万円にも値す

る。 

雇用者としての広島県は、東京大学卒業の超エリートを迎えるという雰囲気だったのではない

か。 

 

明治１８年（１８８５年）３月、福山中学校附属書籍館の開設時には１０円の寄付をし、後には書

籍の寄贈をしている。 

また明治２５年（１８９２年）７月に、紛失していた「孔子画像」が骨董商より持ち込まれると、武

田安之助校長らとあいはかり買い求め、学校へ寄贈している。 

 



明治２６年（１８９３年）に至って生徒退館請願事件が起きてしまった。 

この事件は、川又茁教長（教頭）と若井遜教師（前校長）が退任させられるという噂に対して、

武田安之助校長へ留任を求めて聞き入れられなかったために多数の生徒が集団で退館を願

い出たというものである。 

両教師がいかに生徒の信頼を得ていたかが良く分かる。 

その年の４月に学校は広島県福山尋常中学校となり、武田校長と川又教長ともに再任された

が、しかし残念なことに４月２２日に川又教長が、４月２５日には武田校長が免官された。 

 

誠之館での子弟には、高木伴二、福田禄太郎などがいる。 

高木氏は、「川又先生からリーダー・文法・会話・作文・修辞学ノ外、マコーレー氏のエッセイ

物、ゴールドスミス氏の小説等、文学物ヲマナビマシタ。」と述懐している。   三村敏征（昭和３

８年卒） 

 

出典１：『川又茁関係資料』、福山誠之館同窓会所蔵 

出典２：『誠之館百三十年史（上巻）』１８・３５１・４１０・４１３・４９３・５２３・５３９・５５４・８２５頁、福山誠之館同窓会刊、昭和６３年１

２月１日 

２００６年６月５日追加●２００６年６月６日更新：本文●２００７年１０月１６日更新：経歴・本文・関連情報●２００８年２月１日更新：

経歴・本文・関連情報削除● 

 


